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6.3 環境影響の総合的な評価 

騒音、低周波音について、事業の実施が事業計画地周辺の環境に及ぼす影響について

予測を行った結果、いずれの項目についても環境保全目標を満足するものと評価された。 

環境影響評価項目ごとの調査結果、予測・評価の結果及び環境保全対策の検討結果は

表 6.3.1 に示すとおりである。 

 

表 6.3.1(1) 調査、予測及び評価の結果と環境保全対策の検討結果 

環境影響 

評価項目 
現況調査の結果 予測・評価の結果 

環境保全対策の 

検討結果 

騒音 環境騒音については、

事業計画地周辺の6地点

で等価騒音レベル（LAeq）

を測定した。ヘリコプタ

ーの試験飛行時及び待

機時については、事業計

画地周辺の7地点及び大

阪へリポート内で騒音レ

ベルの最大値（LAmax）、等

価騒音レベル（LAeq）、単

発騒音暴露レベル（LAE）

を測定した。 

環境騒音の各地点の

調査結果は、昼間 46～60

デシベル、夜間 40～53デ

シベルであり、一部で夜

間の環境基準値を上回

っている。 

ヘリコプターの試験飛

行時の各地点の調査結

果は、騒音レベルの最大

値(LAmax)が着陸時 74～

91 デシベル、離陸時 67

～87デシベルとなってい

る。 

ヘリコプターの待機時

の調査結果は騒音レベル

の最大値(LAmax)がアイド

リング状態 90～97 デシ

ベル、離陸直前状態 94～

99 デシベルとなってい

る。 

航空機の運航に

より発生する騒音

については、事業

計画周辺及び各飛

行ルート周辺の環

境保全施設におい

て、航空機騒音に

係る環境基準を下

回 る と 予 測 され

た。 

さらに、事業の

実施にあたっては

右記に示す環境保

全対策を実施する

ことにより、ヘリコ

プターの運航に伴

う騒音が周辺へ与

える影響を可能な

限り低減する計画

である。 

以 上 の こ と か

ら、環境保全目標

を満足するものと

評価する。 

・へリポートの運用時間は原則とし

て日出又は 7時の遅い方から日没

又は 19 時の早い方までとし、離着

陸訓練については実施時間帯に配

慮する。 

・北側の進入表面下に環境保全施設

が存在することから、気象条件を

考慮しながら飛行の安全性を保持

した上で可能な限り東側の進入表

面から着陸及び離陸を行う。 

・ヘリコプター運航にあたっては、

計画飛行ルートを遵守して PCA の

下限高度近くの高度で飛行するこ

と、北側進入表面については飛行

の安全性に配慮しながら速やかに

高度を上昇させること等により、

飛行ルートと環境保全施設との距

離の確保に努める。 

・ヘリコプター搭乗後の目的地・経

路等に関する搭乗者間での簡易打

合せ等の時間を短縮すること等に

より、ヘリポートにおける待機時

間を 3 分程度まで短縮するよう努

める。 

・ヘリコプターの運航会社がこれら

の事項を確実に実施するよう運航

管理者に要請し、実効性を継続的

に確保する。 

・近畿地方整備局が防災ヘリコプタ

ーとして使用するヘリコプターの

更新に際しては、性能等による選

定が主となるが、騒音の発生抑制

にも留意して選定するよう努め

る。 
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表 6.3.1(2) 調査、予測及び評価の結果と環境保全対策の検討結果 

環境影響 

評価項目 
現況調査の結果 予測・評価の結果 

環境保全対策の 

検討結果 

低周波音 一般環境中の低周

波音については、事業

計画地周辺の 6 地点

で低周波音の 1/3 オ

クターブ周波数分析

を行った。ヘリコプタ

ーの試験飛行時及び

待機時については、事

業計画地周辺の 7 地

点及び大阪へリポー

ト 内 で 低 周 波 音 の

1/3オクターブ周波数

分析を行った。 

一般環境中の G 特

性音圧レベルは 61～

76 デシベルであり、

「ISO-7196」に示され

た感覚閾値 100 デシ

ベルを下回っている。 

ヘリコプターの試

験飛行時の各地点の

調査結果は、音圧レベ

ルの最大値（Lmax）が、

着陸時 82～98 デシベ

ル、離陸時 80～97 デ

シベル、G 特性音圧レ

ベルの最大値（LGmax）

が、着陸時 90～101 デ

シベル、離陸時 85～

102デシベルとなって

いる。 

ヘリコプターの待

機時の調査結果は、音

圧 レ ベ ル の 最 大 値

（Lmax）が、アイドリ

ング状態 80～82 デシ

ベル、離陸直前状態

96～98 デシベル、G 特

性音圧レベルの最大

値（LGmax）が、アイド

リング状態 82～87 デ

シベル、離陸直前状態

99～103デシベルとな

っている。 

航空機の運航により発

生する低周波音につい

て、G 特性音圧レベルは

事業計画周辺及び各飛

行ルート周辺の環境保

全施設において、1 地点

で「ISO-7196」に示され

た感覚閾値を超過してい

るが屋内では超過しない

と予測された。 

「環境アセスメントの

技術」（平成 11 年 10 月、

社団法人環境情報科学

センター）に示された低

周波音により圧迫感・振

動感を感じる値と比較す

ると全ての地点で圧迫

感・振動感を感じる値を

上回るが、屋内では 1 地

点を除き超過しないと予

測される。この超過する

1 地点においても、北側

進入表面ではなく東側進

入表面を使用すると、屋

内において超過しないと

予測される。 

「低周波音の測定マ

ニュアル」（平成 12 年 10

月、環境庁）に示された

建具のがたつき閾値と比

較すると、全ての地点に

おいて建具のがたつき閾

値を上回ると予測され

る。 

事業の実施にあたって

は右記に示す環境保全

対策を実施することによ

り、ヘリコプターの運航

に伴う低周波音が周辺へ

与える影響を可能な限り

低減する計画である。 

以上のことから、環境

保全目標を満足するもの

と評価する。 

・へリポートの運用時間は原則と

して日出又は7時の遅い方から

日没又は 19 時の早い方までと

し、離着陸訓練については実施

時間帯に配慮する。 

・北側の進入表面下に環境保全

施設が存在することから、気象

条件を考慮しながら飛行の安

全性を保持した上で可能な限

り東側の進入表面から着陸及

び離陸を行う。 

・ヘリコプター運航にあたっては、

計画飛行ルートを遵守して PCA

の下限高度近くの高度で飛行

すること、北側進入表面につい

ては飛行の安全性に配慮しなが

ら速やかに高度を上昇させるこ

と等により、飛行ルートと環境

保全施設との距離の確保に努

める。 

・ヘリコプター搭乗後の目的地・

経路等に関する搭乗者間での

簡易打合せ等の時間を短縮す

ること等により、ヘリポートに

おける待機時間を 3分程度まで

短縮するよう努める。 

・ヘリコプターの運航会社がこれ

らの事項を確実に実施するよう

運航管理者に要請し、実効性を

継続的に確保する。 

・低周波音の予測結果は建具のが

たつき閾値を上回り、一部屋内

でも圧迫感・振動感を感じる可

能性があることから、供用後の

事後調査において屋内での低

周波音の測定や苦情等の問題

が発生していないか確認し、そ

の結果を踏まえて必要な環境

保全措置を講じる。 

・事後調査において、調査対象施

設のご協力が得られる場合に

は、屋内での低周波音の測定を

実施する。 

・近畿地方整備局が防災ヘリコプ

ターとして使用するヘリコプタ

ーの更新に際しては、性能等に

よる選定が主となるが、低周波

音の発生抑制にも留意して選

定するよう努める。 


